
地域に所在する歴史的建造物を活かした街づくり

想定される適⽤分野・⽤途・業界 産業界へのアピールポイント

(社会背景・⽬的）
⾼度経済成⻑期以降、⾸都圏などを嚆⽮に積極的な都市
開発が進められ、地域に根付いた歴史と⽂化は失われて
いきました。そのような最中、ユネスコが主導した「世
界の⽂化遺産及び⾃然遺産の保護に関する条約」が浸透
し、今、歴史・⽂化・⾃然遺産を活かした街づくりの推
進が、グローバルな視点からも希求されています。

(概 要）
①悉皆調査で点在する歴史的建造物の現状確認をします。
②ランドマーク的歴史的建造物の詳細調査を実施します。
③歴史遺産を活かした、街の段階的整備⽅針案の策定、
また、観光振興対策の具体的な提案を⾏います。

(期待される効果）
現在も失われることなく、地域に残される歴史遺産の発
掘が⾏え、その街の価値を⾼めていく既存財産を学術的
に明らかとし、また、具体的な観光振興や地域活性化に
も寄与し、地域に雇⽤を創出する可能性を齎します。
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●地⽅公共団体（教育委員会⽂化財保護
部⾨、都市計画系部⾨）や観光協会な
どで歴史遺産を有効活⽤し、街の発展
に関与される分野。

●⽂化財建造物保存の実務家教員主導に
よる幅広い技術提案や、産官学の協働
事業にも発展させることが可能。
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